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女子大学生における愛着スタイルと

ストレスコーピングならびに精神的健康との関連*

立丸恵広島大学大学院教育学研究科料/中谷隆県立広島大学保健福祉学部*料

堀 匡・大塚泰正広島大学大学院教育学研究科山*

I 問題と目的

近年，心理・社会的不適応状態を呈する学生の

割合が急増し，大学生の精神的健康の問題が深刻

化している(平野， 2005)。なかでも，女子大学

生は特に抑うつの発症リスクが高いとされており

(Pedan et al， 2000)，心理臨床的援助の必要性は

高いといえる。また，結婚や出産などの大きなラ

イフイベントを将来に控えている点を考慮すると

(及川ら， 2007)，予防的な観点からも女子大学生

の精神的健康に対する援助は不可欠でbある。

近年では，青年期の精神的健康にかかわる心理

的要因のーっとして，成人の愛着スタイルに大き

な関心が集まっている (Weiet al， 2006) 0 Bow-

lby (1973/1977)は，愛着理論において，幼児期

の愛着関係が後の他者との愛着関係に強く影響す

ることを指摘しており，この過程を説明する概念

として，内的ワーキングモデルの存在を仮定して

いる(Internal Working Models;以下，

IWM)o IWMは，対人関係に限らず，現実の出
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来事に対する認識や，個人が行動を起こす際の結

果の大まかな予測を立てるためのスクリプトとし

ても無意識的に作動することから(戸田， 1991)， 

周囲の環境に対する評価や，環境からの要請に対

する反応の個人差を生み出す要因として捉えるこ

とができる。 IWMは，幼児期に養育者への物理

的接近を通して獲得され，獲得された IWMに基

づき典型的な愛着スタイルが形成される。

Hazan et al (1987)は，幼児期の愛着スタイル

が成人においても連続することを仮定し，成人の

愛着スタイルを，安定型，アンビパレント型，回

避型の三つに分類した。

近年は，不安定な愛着スタイル(例えば，アン

ビパレント型や回避型)が抑うつをはじめとする

個人の精神的健康と関連を示すという研究結果が

報告されている(金政ら， 2003;宮本， 2005)。

ただし，このような愛着スタイルが精神的健康と

直接関連をもつわけではなしそれぞれの愛着ス

タイルに特徴的なストレスコーピングの使用が精

神的健康との関連を媒介することを示唆する報告

も認められる (Lopezet al， 2001 ; Wei et al， 

2006)。金政ら (2003)によると，安定型は脅威

を低く評価するとともに他者からのサポートを求

めようとするが，回避型は脅威的な状況から距離

を置き，あまりサポートを求めようとしない傾向

があること，アンビパレント型は自分のネガティ

ブな感情に焦点を当てやすいことなどが報告され
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ている。このような愛着スタイルに特徴的な行動

傾向は，ストレス状況下において使用するコーピ

ングの固執や偏りを生じさせ，ストレッサーの処

理を困難にさせることが予想される。しかしなが

ら，青年期の愛着スタイルとストレスコーピング

および精神的健康との関連を検討した研究は少な

い。青年期の愛着スタイlレとストレスコーピング

および精神的健康との関連を明らかにすることは，

今後不安定な愛着スタイルをもち心理的苦痛を抱

える人々への心理臨床的援助を講じるうえで重要

な情報になりうると考えられる。なぜなら，幼年

期から青年期までの長い間に構築された愛着スタ

イルそのものを 4年間の大学生活という短期間の

うちに変化させることは困難であるが，ストレス

状況下で個人がとりうるコーピングへの介入は比

較的容易だからである (Weiet a!， 2006)。

そこで本研究では，女子大学生を対象に個人の

愛着スタイルの特徴を類型化し，愛着スタイルと

選択するコーピングや精神的健康度との関連につ

いて検討することを目的とする。

11 方法

1.調査協力者および調査手続き

A県内にある 4年制大学に在学する女子大学生

に質問紙調査の協力を依頼した。記入漏れのな

かった 223名から得られた回答を分析の対象とし

た(平均年齢19.9歳，SD=1.15)。調査時期は

2006 年 8 月 ~10 月であり，授業中に質問紙を配

布し， 1週間後に回収した。なお，質問紙の配布

時に研究の趣旨や方法などについて説明し，対象

者の同意を得た。

2.質問紙の構成

1) 愛着スタイル

詫摩ら(1988)の成人版愛着スタイル尺度を使

用した。本尺度は全18項目からなり， 1安定要

素j，1アンビパレント要素j，1回避要素jの3下

位尺度で構成される。回答は「全くあてはまらな

いj(1点)~ 1非常によくあてはまるj(6点)

の6件法であった。得点が高いほど，その要素が

強いことを示す。 α 係数は .69~.86 の範囲にあ

り，データ解析において許容できる範囲であると

考えられた。

2) コーピング

尾関 (1993)のコーピング尺度3下位尺度14

項目 (1問題焦点型j，1情動焦点型j，1回避・逃

避型j)に「恨み・発散型j(項目例:誰のせいで

こうなったか自分なりに考えて恨む)に関する 6

項目を加えたものを使用した。玉瀬ら (2006)は，

土居(1971，2001)のいう 2種類の「甘え」のう

ちの「屈折した甘えjは，本来あるはずの素直な

甘えが発達途上のどこかで匝害され，屈折せざる

を得なくなったものと想定しており，適切な

IWMを形成していない者は甘えたくても素直に

表現することができず「すねるj，1うらむj，1ひ

がむ」などの屈折した甘えを示すようになると述

べている。そこで本研究では「恨み・発散型」に

関する項目を取り入れることとした。回答者には

現在最も強くストレスを感じていることを記入さ

せ，それに対する意識や行動(すなわち，コーピ

ング)に関する各項目について「全く使わないJ

(1点)~ 1よく使うj(4点)の 4件法で回答を

求めた。得点が高いほど，そのコーピングの使用

頻度が高いことを示す。 α 係数は .54~.75 の範

囲にあり，情動焦点型において若干低い値が認め

られたものの，データ解析においては許容できる

範囲にあると考えられた。

3) 精神的健康度

中川ら(1985)による， Genera! Health Ques-

tionnaire (GHQ)日本語版の20項目短縮版

(福西， 1990)を一部改変して使用した。精神的

な健康状態に関する各項目に対し，最近の自分の

状態にあてはまる程度について， 1全くなかったJ

(1点)~ 1たびたびあったj(4点)の 4件法に

よって評定した。得点、が高いほど，精神的不健康

度が高いことを示す。 α係数は.88であり，高い

内的整合性が確認された。



338 心理臨床学研究第28巻第3号 2010年

1.5 

1 

Z 05 
標
準。
得

d -0.5 

-1  

-1.5 

図安定得点 ロアンピパレント得点
口回避得点

安定群 アンビパ
レント群

不安定
複合群

回避群

図1 クラスタ一分析の結果

III 結果

1.愛着スタイルによる群わけ

愛着スタイル尺度の3因子それぞれの項目に対

する評定値の合計得点を標準化し，ウォード法に

よるクラスター分析を行い， 4クラスターを抽出

した(図1)0 安定要素の得点のみが高い群を安

定群 (95名， 42.6%)，アンビパレント要素の得

点のみが高い群をアンビパレント群 (23名，

10.3%)，アンビパレント要素と回避要素の得点

が両方とも高く，安定要素の得点が低い群を不安

定複合群 (33名， 14.8%)，回避要素の得点のみ

が高い群を回避群 (72名， 32.2%) とした。

2.愛着スタイル聞のコーピングおよび精神的

健康度の比較

クラスター分析により抽出された愛着スタイル

群を独立変数，各コーピング得点と精神的健康度

を従属変数とする 1要因分散分析を行った(表

1)。その結果，問題焦点型コーピング (F(3， 

219) =3.24，ρく.05)，情動焦点型コーピング

(F (3， 219) = 8 .10，ρ< .01)，恨み・発散型

コーピング (F(3， 219) =13.79，ρ< .01)にお

いて愛着スタイルの主効果が認められた。 Bon-

ferroni法による多重比較の結果，安定群は，回

避群に比べて問題焦点型コーピングの使用頻度が

有意に高く，そしてアンビパレント群，不安定複

合群と比べて情動焦点型コーピングの使用頻度が

有意に高かった。一方，不安定複合群は，その他

の群に比べて恨み・発散型コーピングの使用頻度

が有意に高かった。また，精神的健康度において

も愛着スタイルの主効果が認められた (F(3， 

219) =5.11，ρ< .01) 0 Bonferroni法による多重

比較の結果，不安定複合群は，安定群，回避群に

比べて精神的不健康度が高かった。

W 考察

本研究の目的は，個人の愛着スタイルの特徴を

類型化し，愛着スタイルと選択するコーピングや

精神的健康度との関連について検討することで

あった。クラスター分析の結果， Hazan et al 

(1987) の3分類に相当するクラスターに加え，

不安定複合群という愛着スタイルが抽出された。

また，分散分析の結果，①不安定複合群は，安定

群や回避群よりも該当する人数は少ないものの，

他の群に比べて，恨み・発散型コーピングを実行

しやすく，精神的健康度が低いこと，②安定群は，

表1 愛着スタイル聞のコーピングおよび精神的健康度の比較

a.安定群 b.アンピパレント群 c.不安定複合群 d.回避群
Fイ直 多重比較

平均値 (SD) 平均値 (SD) 平均値 (SD) 平均値 (SD)

問題焦点、裂コーピング 12.97 (2.82) 11.65 ( 2.67) 12.24 (2.84) 11.54 (3.63) 3.24* a>d 

情動焦点型コーピング 8.37 (2.12) 6.52 ( 2.00) 6.79 (1.92) 7.68 (2.02) 8.10** a>b， c 
回避・逃避型コーピング 15.25 (3.60) 15.09 ( 3.45) 15.88 (3.43) 16.03 (3.56) 0.88 

恨み・発散型コーピング 15.74 (3.29) 16.13 ( 3.47) 20.33 (4.36) 16.46 (3.64) 13.79** c>a， b， d 
精神的健康度 44.49 (8.72) 47.96 (10.27) 50.82 (8.16) 44.97 (8.17) 5.11 *本 c>a， d 

*pく.05，*キpく.01
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他の群に比べて，問題焦点型コーピング，情動焦

点型コーピングを実行しやすいことが明らかと

なった。

女子大学生は，青年期のアイデンティティの確

立という心理発達課題において，男性よりもその

過程が複雑で，困難を抱えやすい。男性は，“男

性らしさ"と“男性的な自立"という類似した発

達課題に直面するが，女性は，“女性らしさ"と，

社会参加要請の高まりといった“男性的な自立"

のように相反するものとの折り合い・統合が求め

られる(高坂ら， 2006)。そのため，女子大学生

には「自立jと「女性性Jの発達の二重構造性の

問題が生じやすく，両者の聞に不可避の葛藤が生

じることになる(加茂， 2005)。このような青年

期女性に特有の葛藤に曝された際に，不安定複合

群のように，自他イメージが不明確かつ否定的で，

精神的に不安定な傾向のある場合には， I自立」

と「女性性」の葛藤の解決が困難となり，精神的

に不健康な状態に陥りやすいことが推測される。

不安定複合群の行動特徴としては，アンビパレ

ント要素が高いため，他者との親密な関係を求め

る一方で拒絶されることへの不安も強く，回避要

素も高いため，親密な関係を求めているにもかか

わらず，他者から距離をとりがちであるといえる。

このようなアンビパレントと回避の要素を併せも

つ不安定複合群は，他者との親密'性を求めつつも，

同時に拒絶を恐れ，回避してしまうという特徴を

もっ Batholomewet al (991)の対人恐怖的回

避型に類似していると考えられる。対人恐怖的回

避型のコーピングの特徴に関して，工藤 (2006)

は，情動制御や情報処理のあり方として抑圧的な

対処を用いやすいこと，抑圧の一部に攻撃性が抑

圧されていることを指摘し，さらに，通常は抑圧

している攻撃性が他者との関係が危機的になり，

自己の防衛が破綻の脅威に曝されると，逆に制御

不能な激しい攻撃性を表出してしまうと述べてい

る。このことは不安定複合群が他の群よりも恨

み・発散型コーピングなど不適切に攻撃性を表出

するコーピングを実行する，という本研究の結

果と一致すると考えられる。また， Yukawa 

(2002)は，攻撃性と自己存在の感覚との関連に

おいて，女子大学生は男子大学生に比べて周囲や

他者との関係における自己の存在の感覚を重要視

しており，他者との関係のなかでその感覚が希薄

であると感じた際，怒りなどの攻撃性が高まるこ

とを指摘している。このような女子大学生の特性

を考慮すれば，特に不安定複合群に分類される女

子大学生は，他者との関係を希求しつつも回避し

てしまうため，周囲の人々との関係において自己

存在の感覚が希薄であると認識しやすく，恨み・

発散型コーピングという怒りに関連したコーピン

クゃを実行しやすいと考えられる。

愛着スタイノレと精神的健康状態との関連につい

て，金政ら (2003)によると，対人恐怖的回避型

に特徴的な，不本意ながらも親密さを回避する傾

向が強いほど精神的健康度は悪くなることが指摘

されている。不安定複合群は同様の特徴をもっ群

であるので，この群に該当する女子大学生の精神

的不健康度が最も高くなったと考えられる。また，

不安定複合群に最も多くみられた，恨み・発散の

ような不適応的なコーピングを実行しやすい傾向

によって，女子大学生が抱えやすい「自立jと

「女性性Jの確立に伴う葛藤がうまく処理されず，

抑うつに陥るなど個人の精神的不健康度が高くな

る可能性がある。

以上より，本研究において女子大学生のなかに

不安定複合群の存在が示唆されたことは， I自立j

と「女性性jの確立という葛藤を抱え，深刻な心

理的負荷となりやすい女子大学生への予防的介入

の意義の大きさを示すものであると考えられる。

このような人々には，ストレスに感じたことや怒

りの感情を適切に表出させ，問題の解決に前向き

に取り組む意欲を高めていくような心理臨床的援

助を行うことは精神的健康の維持に有効であると

考えられる。また，問題解決的なコーピングの使

用を促進することで，女子大学生の抱える葛藤の
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解決がよりスムーズになることが予測され，精神

的健康に対する予防的な取り組みにもなりうるこ

とが示唆される。
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